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モモの新系統（加茂１号’と‘加茂４号，の育成

765

若狭１１券，木多武雄，宮崎正ｌ１リ

BreedingofNewPeachPedigrees‘Ｋａｍｏ－ｒａｎｄ‘Kamo-4，

MasaruWakasa,TakeoKidaandMasanoriMiyazaki

Ｔｈｉｓｓｔｕｄｙｗａｓｃａｒｒｉｅｄｏｕｔｔｏｂｒｅｅｄｓomeearlyripeningpeachcultivarsforbothtableand

processing,andtwopedigrees,‘Kamo-l，ａｎｄ`Kamo-4',weresuccessfullybreeded、

Kamo-1'originatedfromacrossingof`Okubdx`Kant5-2'・Thisissoearlyripeningthat

thefruitsareharvestedinearlyJuly,ａfewdaysafterlSunagowase，inKawanishi．

‘Kamo-4，originatedfromacrossingof`Kant6-2,xDkubo'．Thisisamediumripening

pedigreewhichthefruitsareharvestedinmiddleofJuly，ｏｎｅｗｅｅｋｂｅｆｏｒｅ‘Okubo，in
Kawanishi

Thesetwopedigreeshaveself-fruitfulnessesandproducewhitemeltingfruitsYieldinR

abilitiesofthefruitsareveryhigh，Ediblequalitiesoffreshandcannedfruitsarealsovery
excellent・

Fromabove-mentionedresults，itisexpectedthatthesetwopedigreeswouldbeusedas
earlyripeningpeachesforbothtableandprocessinﾛ．

Keywords:peach,breeding,cultivarforbothtableandprocessing,earlyripening,４Kamo-1，，

lKamo-4'，‘Okubo,．

1950年代（昭和30年前後）の我が国の缶詰原料モモは，缶詰専川の黄桃が広く斌培，利１１ｌされ

ていた．果樹試も1955年（昭和30年）に黄桃の缶桃系品種を発表した')．しかし，それらは栽堵

の容易さと炭そ病耐性に宅眼が説かれて育成されたものであって，品質而，特にフレーバーは充

分ではなかった．一方白桃は，‘大久保，が生加兼用極として利用され，その製品のフレーバー

は良好であった．そこで我々は，業界の要望に基づき，茂桃の肉質で，かつ，フレーバーの良い

品種を育成したいと考え，1968年（昭和43年）から交配を冊始した．

しかし1975年（昭和50年）以降，缶詰専用の黄桃ではなく，生力Ⅱ兼用の早化白桃の育成が要望

されるようになった．この背景には，安価な茂桃缶詰の輸入，白桃を栽培，出荷して収入を高め

たいとする農家経営上の問題，中，晩生品種を使用した時のお盆時期の労働力不足を心配する缶

詰工場の操業上の11W題あるいは缶詰製品の販売政策上のIHI題などがあった．そこで，育種１１標を

生加兼用で，かつ，‘大久保，よ')早く成熟する，早生１２１桃に切り換え，デァ成してきた．その結

果，有望と思われる龍加兼)Ｔｌの２系統，‘加茂１号,と‘加茂４号，、を育成することができた
ので報告する
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実験方法

１．交配と育苗

交配は交雑育種法に従って,目的とする母親花を1)Ⅱｲﾋﾟ２１１liijに除雄し，袋をかけ。Ｉ)|Ｉ花当Ｈ袋

をはずしてロ的とする父親花の花粉をかけた．結実果実が成熟すると采笈を収種し，核を取I)出
し，砂1'1に貯蔵した・翌春核を割り，中から種子を取りｌｌＬてWi床に嚇抓した．発芽，生長した

ＩＩｌｉは次年度に畑に樅えた．

２．選抜

ｆ７Ｈｔ[]標を'1ﾐｶ11雑用の早生白桃の育成に識き，選抜してきた．交雑実llz1l/i木が生及し，結実す
るようになると．lMilごとに果実を｣1)(稜して，農水街１１１噸品狐特１１１:衣に］膿づく形質lvll盃および常

法に従って製造した缶詰の官能評価を行い，選抜した．なお，対)1HIV伽Kとして，生食)11の早生lY1

111i‘砂１型IL/に,および白桃〈I了諸にも使用さｉしている【１１生の‘大久保，，ｌｌｊＭﾐの‘1W水白桃’を)1］
いた.

結果および考察

1．育成経過

l）‘j11茂１１》，（盤理悉;ｊＮｑ４）．1968年，‘大久保，にＹｌｒ桃２》)’を交配してf丁成，選抜

した交雑笈生であり，ノ|冒力Ⅱ兼用種と考えられる．系統図はFig.１に示した．

2）‘jlll茂４サ，（維理番号NQ160）．1968年，‘缶桃２号,に‘大久保’を交配して行成，選

抜した交雑実生で．生加兼用種と考えらｵしる．系統図はFig.２の通りである．
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2．‘加茂１号、（整理番号ＮＱ４）の特性

1）樹の特性．樹は，Ｔａｂｌｅｌに示したように，樹姿のｌ１Ｉ１張度はII1lll1で，Ｉｉｌは大きく，樹勢は

強く（Fig.３肌‘大久保，より強い．結果枝の太さと1ｔさば'１１１１１１である．芽は小さく，複

芽である．菜は細長く，「１１問の大きさで，緑色である．蜜腺は球１斤形である．

2）ｲﾋﾟの特Ｈ２・佗についてはTable2に示した．花は－Jrで，小さく，膜桃色であり（Fig.４）､



：

‘缶桃２号，に似る．雄ずいは健全で，花粉は多い．がく筒内雌色は機紅色である．

３）果実の特性．Ｔａｂｌｅ３とTable4に果実の特性を示した．外観はﾄﾘ形で，果頂部は深く凹み

梗寵は広さが中程度で深い．呆頂部縫合線は深い．采IILは2109で，JITから大である．果皮

は地色が乳白色だが，粁色しやすい（Fig.５，Fig.６）．無袋栽培すると特に顕蕃である．し

かし，果肉は乳白色で，肉および核周辺に赤色は発現しない（Fig.７）．核は粘核，桁171形

で，大きく，核割れが多い．硬さは『'１程度，識維賦も『１１程度である．剥皮性は容易で，缶詰

製造の際には湯剥きができる．肉質は祷質で。果汁は多い．これらの形質の一部は加工用と

して‘大久保’よりも優れている．甘味は，屈折計示度が11.で，「１１程度であり，収穫期が
lii1l勝期の‘砂子llL生’よりもやや高い．酸味は，ｐＨ4.2で，少ない．渋味，苦味は微少で

あり，香気も微少であるが，早生種としては食味が優ｵL，市場関係者から商く評価されてい
る．

４）栽培特性．斌培特性はTable5からも判るように，開花期は晩生で，‘大久保,と同時期

であり，関西では４月上旬になる．成熟期は７月｣ニイijで，,砂子111生，に比べて数[1遅れる

程度で，成熟[:]数は81-90ＨのlIL生である．｜;l家結実性は強く、結果fttは多く，１樹に260

個以上静果し，収鐘は52kg／樹である．生理落果は少なく，耐寒性と病虫需抵抗性は中程度

である．かなり￥生であることから，加工用に必要な無袋栽培の可能性があると考え試験し

たが，収穫期が７月に入ると，病虫宵が充ｲ|ニレ本系統の無袋栽嬬は川難であった．

5）缶詰特性．湯剥きした釆災を缶詰製造しその品質を官能評価してTable6に,J《した．同

Tableからも判るように，製品の外観，肉伍，色調，香り，食味はともに良好で，‘大久保，

に比べて商い評価が得られた．本系統は選抜当初から，早生で，かつ，缶詰評価が揃いこと

から注目してきたものである．核削れが多いという雌点は，雌近開発された核削れ果実の除
核機で解決されると考えられる．

3．‘加茂４号，（整理番号No.160）の特性

1）樹の特性．樹は，Ｔａｂｌｅｌに示したように，樹姿はM1躯で，樹･の大きさと樹勢は中間で，‘

大久保’に似る（Fig.８）．結果枝の太さは中間，節lllj長は長い．芽はIljlll1の大きさで，複

芽である．業は，大きさはII11lllで，緑色である．蜜腺は腎形である．

2）花の特臘性．花についてはTable2に示したように，－－ilrで、大きさは1111111であり，色は淡

桃色で，‘大久保，に似る（Fig.９）．雄ずいは健全で，雄花の花粉は多い．がく筒内壁色
は燈紅色である．

3）采実の特性．Table３，Ｔａｂｌｅ４に示したように，果実は外観が円形で，采頂の11りみは渋く，

極窪は広くて浅く，縫合線の深さは｢１１程度である．呆重は2239で中から大の果実である．

果皮は地色が乳F1色だが，狩色しやすい（Fig.10,Fig.11）．果肉は乳白色で，赤色の粁色は

極く微少であるが，核周辺には少し着色する年もある（Fig.１２）．核は離核で，核剖れ果実

の発生率は中程座であ')，‘大久保,に似る．硬さは中程度，繊維量も中程度で，果皮は容

易に剥離し，果汁は｢'１程度である．これらの形質の一部は力ⅡJ己用としての‘大久保’よりも

優れている．１１．|朱は，ハ【{折計７八度が11.で、【'１程度であり、‘大久保，と同程度である．酸

味は，ｐＨ4.1で，少ない．渋味，苔1床は無い．香味は少だが，‘砂子早生，，‘大久保,，

‘清水白桃’に比べて多い．食味は優れ，市場関係者から商い評価を受けている．

4）絞培特性．栽培特ftはTable5から判るように，開花期は晩ﾉkで，‘大久保’と同時期で

あり，関西では４)l上旬になる．成熟期は７J]中旬で，‘大久保，に比べて1週間早く，成

熟日数は91～10011の１１１生である．１』家結実性は強く，結果壁は多く，１樹に230個以上群果
し，収品は51kg／樹である．生理落果は少なく，耐寒11kと病虫需抵抗性は''１程度である
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５：Excellent，４：Unsurpassable，３：Ｇ()o〔１，２：Passal)le、l8Bad．

５）缶詰特性．rfr譜の評価はTabIe6の通りで，タト観，肉厚､色調，呑味，食味はともに良好

であり，‘大久保，に比べて高い評価が得られた．特に否味は優れている．

４．‘加茂１号，および‘加茂４号,の意義

農水省果樹試は，缶詰用モモ品種の改良を目的に育種を行い，1955年の缶桃系シリーズに続い

て，1980年には斌肉系の‘フレーバー・ゴールド，などゴールド系４品種を発表した聾13)．しかし

近年の黄桃缶詰の輸入攻勢で，その後の加工専ｊ１ｌ品穂の育種は『１１，｜こしたと言われ』１，わが国の缶

詰原料モモは生加兼用の白桃に願らざるを1MLない現状にある．我々はこの様なりA状に基づいて育

種を行い，２系統を育成した．

‘加茂1号’は，イピ粉がｲｧﾘ，’【'家結実性が商<，！H産性であI)，熟期は‘砂子早化，よ')数

日遮れる程度の早生であり、生および缶詰の食味は極めて良好である．‘加茂４号’も花粉が有

り，豊産性で，熟期は‘大久保，より約1週i'U早い｢１１ﾉlﾐで，生および缶詰の香味，食味は優れて

いる．したがって，２系統はともに/１２加兼用極として利川できると思われる．

１１３西の主要な白桃品砿として，６月｢'１句－７)j上ｲ１Jには‘布ロ早ﾉ|ﾐ，，‘砂子半生，．‘念力

早生’’７月『|'下旬になって‘ｎ瓜，，‘大久保，，‘iff水白桃，などが出荷されるようになる

しかし，早生種には品賛および花粉上に'111題があるし，i1iij(,Hi格で，力,,工川には殆ど出荷されない

経済ﾌＩＦ傭もある．さらに，早生極には加工適性を備えた品趣力藏めて少ない．そのため，中生の
‘大久保,が加工)Hに利用されている．

本育成２系統は，収穫時期からみて，‘砂子早生,と‘人久保，との間に収種できる系統であ

り，したがって，本２系統と既存主要品諏を上手に利１１}すれば，収穫期間の,幅が大きくなり，モ

モ缶詰製造開始時期の前進，製造期間の延長あるいはモモ生産腱家の経営の安定化などに多少

なI)とも寄与･することができると期待している．したがって，本２系統は‘大久保，より11L<成
熟する生加兼jfIのモモとして利川できることに意義があると考えている．

要約

l）生力Ⅱ兼用の早生白桃の育成を目的として交配，選抜を行い，‘加茂１号，と‘加茂４号．，

の２系統を育成した．

2）‘加茂1号’は，花粉が有り，白家結実性が強く，豐産性であI)，収穫時jU1が７)1上旬の

早生である．生および缶詰の食味は極めて良好である．

3）‘加茂４号’は，花粉が右Ｉ)，自家結実性が強く，豊産性である．収穫時期は７月['1ｲ１Ｊの

「１７生だが，‘大久保’よりも１週間早い．生および缶詰の食味は優れている．
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`!）以｣当の結采から，木２系統は，‘大久保，よ')￥<成熟するjiL'kの/{ﾖ加雑)Uモモとして利
用できると思われる．
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